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山桜会 会長　川原　俊明

序

山桜会会員の皆様、いかがお過ごしでし

ょうか。このたび、山桜会は、総会決議によ

り、運営の根幹にかかわる財務体制を刷新

し、年会費制を導入いたしました。山桜会

としては、心機一転のつもりで新たな歩みを

始めます。山桜会会報も、今号より紙面を一

新しました。そこで、山桜会の歩みと未来を

みなさんとともに語り合いたいと思います。

追手門学院とともに歩む
山桜会の歴史

2008年、追手門学院は創立120周年を迎

えます。

明治年に大阪偕行社附属小学校は、陸

軍第４師団長高島鞆之助中将の提唱によ

り設立された大阪偕行社がその起点となっ

ています。以来今日に至るまで、偕行社なら

びに追手門学院が送り出した卒業生は約

25,000人にのぼります。

偕行社ならびに追手門学院の卒業生組

織である山桜会は、大正5年1月30日をもっ

て創設時とされ、今日まで脈々とその伝統

が承継されています。今般、学校法人追手

門学院が新たに教育改革を唱えるなか、山

桜会では、平成13年4月、現在の執行部が

発足し、多くの実質活動メンバーを携えて新

たな歩みを始めました。

現執行部が活動の基本として打ち出した指

針は、母校への貢献ないし関与の度合いを強

化することです。山桜会が、従来型の単なる卒

業生同士の同窓会活動から一歩踏み出し、

母校への関わりを強化する。このことによって、

社会的行動を実践しようと考えるに至ったから

です。この方針は、昭和53年に母校創立90周

年を迎えるにあたり山桜会が、次の母校100周

年を目指して山桜会を学院の後援団体に位

置づけようと、会の呼称を「同窓会」から「校友

会」に変更した経緯と合致します。

現執行部の活動も早くも2年を経過しまし

た。新体制になって組織された11の各委員

会それぞれが活発な活動を行い、当初目標

に掲げた会員全員参加型の山桜会活動が

まさに実践されようとしています。

また、山桜会は、卒業生に対する情報伝

達手段あるいは社会への対外的広報活動

手段として、山桜会会報のみならず、インタ

ーネットを利用した山桜会ホームページの

立ち上げを行い、現在では会報とともにホー

ムページが日々の山桜会活動の成果をリ

アルタイムに伝達するのに不可欠な広報手

段として機能しています。

山桜会の母校支援方針は、すでに学院

からもご理解を得て、学校法人の理事枠を

すでに実質２名にまで拡大していただきまし

た。私たちは母校に対し、今後も山桜会の

役割の重要性についての啓蒙活動を深

め、さらに教育改革への関わり、のみならず

母校の運営により多くの卒業生が関わる方

向を目指したいと思います。

山桜会の活動状況

さて、新体制の山桜会は、全員参加型の

同窓会活動を実践しています。そこでは３

名の副会長（秋山陽彦副会長、川口正弘

副会長、生川紳一郎副会長）を中心に、理

事会、評議員会のほか、各委員会制度を設

け、一般会員が幅広く現実の活動に参加

していただく体制をとっています。

このたび11の委員会で発足した新体制

も、それぞれがすでに大きな成果を上げて

います。

ホームページの立ち上げを果たしたＩＴ推

進委員会（馬場耕一郎委員長）、山桜会会

則変更を実現した会則委員会（香山恭慶

員長）、ＰＴＡや各校の先生方との意見交

換会、体育祭、文化祭での模擬店参加、ス

ポーツ大会参加など多彩な活動を果たして

きた渉外交流委員会（北村寿彰委員長）、

近く新たな会員名簿の発行を企画する会

員情報管理委員会（後藤良雄委員長）、ま

すます紙面を刷新する山桜会会報の発行

元の会報委員会（松本暁子委員長）、会員

の結束、母校との絆の強化、ゴルフなどの親

睦企画で会員内外の交流を企画する文化

活動委員会（大向博委員長）、理事会、評

議員会、総会など会務運営を下支えする総

務委員会（寶来扶佐子委員長）、インターン

シップ協力など現役生徒に対する支援活

動を展開する教育支援委員会（能登知巳

委員長）、山桜会の頭脳であるシンクタンク

機能を果たすべき改革推進委員会（佐藤

文一郎委員長）など、実に多彩な委員会が

互いに協力しあって活動をしています。さら

に、新年会実行委員会や総会懇親会実行

委員会が、その都度結成され、山桜会の大

きなイベントを成功に導いてくれます。

川原会長

http://www.yamazakurakai.com/
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年会費制導入のいきさつ

さて、本年1月18日、山桜会新年会に先

だって、臨時総会が開催されました。これ

は、いうまでもなく、年会費制導入決議を行

うためでした。すでに茨木中高で開催され

た山桜会理事会において、それまでの度

重なる導入論議の延長線上として、理事

会出席者全員一致の承認のもとに、導入

決議が行われました。臨時総会は、この結

果を踏まえてのものです。

しかしながら、そもそも年会費制導入な

るものは、山桜会史上、劇的なことです。こ

れは、創設以来一貫して終身会費制をと

ってきた山桜会の財政基盤である終身会

費を入会費制に改め、毎年、年会費徴収

のご協力をお願いするものだからです。

年会費制導入のねらいは何か

1つには、日本の社会制度にかかわる根

本的なことです。日本の少子化現象により、

生徒数の減少傾向が現実のものとなりま

す。入学者数が減少すれば、確実に卒業

生の数も減ってきます。そのことは、終身会

費を納める会員が減少し、山桜会の財政基

盤そのものが危うくなって同窓会活動自体

が困難になる、ということです。

2つ目には、山桜会の活動が、ホームペー

ジの運営、学院の教育改革への参画など、

以前にもまして飛躍的に活動が活発化して

おり、資金的にみても、将来的には経費の増

加傾向が十分に予測される、ということです。

3つ目は、山桜会の活動が、より母校の

教育改革に向けられていることです。教育

改革支援の一環として、山桜会賞の創設

など現役生徒に対するに支援活動も含ま

れており、私たちの年会費を、母校に還元

していこうという発想があります。

卒業生にとって母校が発展してくれるこ

とは、好ましいことであり、私たちは今後も

この路線を進めていくつもりです。

この意味で、私たちの今後の年会費は、

財政基盤を確立した上で、主に母校の教

育支援に向けられる、という趣旨でご理解

いただければ幸いです。

追手門学院120周年記念事業と
山桜会の役割

卒業生集団である山桜会としては、母

校の発展に寄与すべきは当然のことで

す。そこで、卒業生の立場から見て、母校

の120周年記念事業に対する基本的構想

として意見を述べさせていただくならば、

従来のような単なるお祭りだけの記念事業

に終わるべきではありません。むしろ、教育

改革の観点を前面に打ち出した周年事業

であるべきだと思います。

一言でいえば、追手門学院の「名門の

復活」を目指せ、ということです。

このためには、追手門学院という伝統を

誇る「古い革袋」に、従来の固定概念を越

えた魅力ある学院の構築という「新しい酒」

を注ぎ込む必要があります。

母校の教育改革の目標設定。それは、

総合学園の機能を十二分に発揮させるこ

とでしょう。

幼・小・中高・大・大学院の慶応型一貫

教育を目指せ!

これも、私学追手門学院のめざすべき

道ではないでしょうか。

要は、「オール追手門」の実践あるのみです。

追手門学院が目標とする教育改革は、

追手門が本来掲げる、「社会有為の人材

を育成する」という理念を実践することに

あります。

もちろん教育水準の向上も、それ自体は

大切なことですが、これからは、従来のよう

に、単に偏差値を高くすればよいというもの

でなく、個性的な生徒の育成、国際人とし

て通用する人材の輩出をすべきです。こ

のためには、まずは生徒を指導する立場に

ある先生自体の質を高めていかなければ

なりません。

文武両道で大阪一の学園を目指せ。

個性派学生を育てよ。

国際的指導者となるべき人材を輩出せよ。

というのが、学園内外のみんなの願いでは

ないでしょうか。

教育内容の相互交流も大切なことです。

教員の全学的人事交流が可能になれば、

あらゆる分野での適材の確保が容易にな

るでしょう。生徒・学生たちも全学的交流を

広げる、例えば、茨木中高と大手前中高の

共同学習・共同企画の試みなど、夢だけに

終わらせてはならないと思います。

また、全学的観点からすると、小中高の

レベルアップには追手門学院大学のテコ

入れが不可欠でしょう。そのためには、目

玉学部・学科の新設、例えば法学部など

最近の人気学部、人気学科の取り込みな

ども視野に入れる必要があると思います。

また、学内のＩＴ化を進める観点からは、

総合学園としてのホームページの充実も

必要でしょう。今日のような情報社会では、

日頃から、情報収集・情報発信体制を強

化することが、生徒募集、学園紹介などの

場面に大きく威力を発揮します。

そして何よりも「学校法人組織の機能的

再編」、「経営能力の強化」、が先決でしょう。

従前、追手門学院に対する評価としては、

「経営母体がはっきりしない。」「誰が経営し

ているのかがわからない。」「追手門には顔

がない。」との意見が出されていました。

むしろ今後は、法人理事会が追手門学

院の経営主体であることを明確に打ち出す

必要があります。同様に、学校法人理事会

による人事権の掌握、指揮命令系統の一

貫性、校長選挙の廃止など、運営体制にま

すますのメスを入れる必要があります。

学園の物理的な変貌の夢としては、発祥

の地・大手前学舎を超近代的高層ビルへ変

貌させることも一つの夢です。例えば、早稲

田大学が、大隈会館をリーガロイヤル早稲田

に変貌させ企業と提携して近代ビル化を図

ったことのように、企業を巻き込んだ再編も大

事なことかもしれません。山桜会にとっては、

同窓会館の建設も楽しみの一つであります。

さらに記念事業の開催をするとすれば、

例えば、卒業生の一人である湯浅卓雄氏

（元イギリスＢＢＣ管弦楽団常任指揮者）

の指揮によるオーケストラ記念公演という

のも楽しい夢の一つではないでしょうか。

このように、追手門学院120周年事業に

対する卒業生の役割、そして山桜会の役

割は非常に大きいものがあります。

追手門学院と山桜会の
未来像を求めて・・・

母校の教育改革・機構改革が進んでい

く中で、卒業生集団である山桜会は、間違

いなく重要な役割を果たしていきます。

学内からも、卒業生が法人経営のかじ

取りにもっと多くの役割を果たすことが求

められるでしょう。

これは、情報化社会のなかで、追手門

学院卒業生の動向を把握できる唯一の中

枢機関がまさに山桜会だからです。

卒業生同士の双方向情報交換、異業種

交流につながる仲間の情報提供、高齢化

する社会の中での卒業生同士の心の交流

など、山桜会は、情報の拠点であります。

後輩や、現役生徒への社会人としての

関わりが期待されるインターンシップ制度、

さらには母校を含めた社会への関わり集

団として山桜会がもっと社会的役割・社会

的貢献を期待されることになるでしょう。

私たち山桜会は、母校を中心にして、自

らの生き甲斐の追求とともに、同世代・異

世代の心の交流を求め、豊かな人生・豊

かな社会のためにみんなで活動していき

たいと念願しています。

追手門学院校友会山桜会報　71号

http://www.yamazakurakai.com/
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追手門学院理事長　大木　令司

学院の未来を展望する
120周年記念事業の推進
にあたって

学院の未来を展望する
120周年記念事業の推進
にあたって

山桜会会員の皆様には、平素より学院

発展のために多大なるご支援ご協力を賜

り、深く感謝致しております。

さて、追手門学院創立120周年が5年後

に迫って参りました。大学・各学校・園の歴

史はそれぞれ異なりますが、その淵源をた

どれば、いずれも明治21年西暦1888年の

大阪偕行社附属小学校開学の昔にさか

のぼるわけであります。追手門学院は爾来

115年の長きにわたって、自主・自立の精

神を尊び、社会有為の人材を世に送り続

けて参りましたことは、会員の皆様方周知

の通りであります。

学院は、120周年を一大契機としてとら

え、それぞれの学校の歴史を振り返りなが

ら学院としてのさらなる教育改革を総合的

に進め、ゆるぎない教育力を誇る総合学園

としての基盤整備に全力を投入する所存

です。理事会としましても、学院の教育事

業につきまして関係組織の協力を得てバ

ックアップ態勢を整えております。

周年事業は、一過性のものになりがちで

あります。しかし、120周年をそのようなもの

にしてはならないと考えております。不断の
教育改革・業務改革こそが、永続性の条
件であります。行動する追手門を今後の
学院のモットーとして参る所存です。もちろ

ん、大局を見失ってはなりません。今、日本

の教育に求められていることは、「豊かな
教養を育み、自ら考え行動する日本人」
の育成にあると考えております。常に、短・
中・長期の観点を堅持し、その目標実現
に不断の改革で取り組む必要があると思

っております。

まず、学院自身が行動しなければなりま

せん。隗より始めよ、であります。学院は、総

合学園としての基盤整備を中心とした学

院総合五ヶ年計画を早急に立案・提示・

実施して参ります。その事業計画、行動指

針を機軸に据えて、大学・各学校・園にお

いて教育改革・業務改革を、着実に早急

に推進していきたいと思っております。現
場での創意・提案を最大限に評価し、未
知へ挑戦し続ける勇気をもって経営にあ
たる所存です。

この3月には、理事会の中に「120周年

記念事業推進委員会」を立ち上げました。

教育構想、施設建設、式典、広報、募金等

の小委員会を設けて本格的な準備に取り

組む所存です。

120周年記念事業の組み立てについて

は、今後学院内外関係各位のご意見を十

分に伺い、ご指導、ご鞭撻を得ながら、追

手門の総力をあげて未来の追手門の基

盤づくりを進めていきたいと思っておりま

す。今後とも、山桜会会員各位のご理解と

ご協力をお願い申し上げます。

大木理事長

－行動する追手門学院へ－

賛助金（平成14年12月1日～）
藤原　洋吉
竹中　　子
奥田　博之
吉村　和久
前田　夘一郎
岩崎　邦男
黒田　孟利
池田　利夫
米田　　真
中野　志隆
那須　崇高
那須　由紀子
山本　俊夫
小林　基子
十河　弘二
山本　智英
金城　平八郎
森繁　　弘
西村　直樹
瀧川　弥州男
新津　健樹
岩波　健人
正木　　暁
浜坂　芳宏
小儀　俊光
中谷　庄吉
岡本　　興三
佐藤　　潤

小51
小71
小64大中7
茨高25
小45
小56
小49
小81
小67大中高10
中高6
大中高39
小100
小50
小75大中高18
小55
小61
小59
小51
茨中22茨高42
小62中5
小72中高15
小63
小113
小66
小66大中9
大中5
大中6
小84

丸 山　孝宏
足立　　尚
仲本　　洋
園　　博年
島津　嘉男
中本　昌久
真原　立二
谷口　浩平
加茂　　昭
竹之下　匠
大西　義夫
近森　康宏
塩谷　　章
二宮　俶子
西川　　周
林　　良三
山徳　与至夫
贄田　　肇
堂ヶ原　古弓
岡村　育子
大東　美穂
堀端　栄之助
深江　　賢
福谷　雅雄
相馬　太郎
正岡　　徹
上野　勝英
佐藤　　功

茨高28
茨中4茨高24
大高13
大中高37
小44
小84
小76
小51
大中高13
小110
小55
小93
小61大中高4
大中2
小64大中高7
小51
小55
大高19
茨高28
茨中10茨高30
小93大中高36
小51
小61
小51
小49
小56
小65中高8
小55

浮 田　　泉
大江　一央
川口　武邦
吉岡　志朗
木村　幸子
中嶋　克仁
中嶋　彩乃
中谷　庄八
戸田　浩司
林　　正則
深田　尚司
荒井　恵子
中本　　収
望月　靖允
小原　壮一
福本　敬久
甲谷　富佐子
濱田　美加
寶来　順子
前田　純雄
中西　要彦
岡崎　史朗
池口　小太郎
出羽　　昭彦
木下　愼一郎

大中高27
大高34
小76
茨中18茨高38
大中5
小113
小111
小59中高2
茨高30
小86
小94
大高9
小83
大中3
中高16
小84大中高27
中2
小88大中高31
大中高25
小79大中22茨高22
小60中高4
小43
小59
小66中高9
中8

東京山桜会 会長 小49 

　  三宅　彰 氏 
叙勲 勲三等 瑞宝章 受章 

春の叙勲 春の叙勲 

カルチャーの集い カルチャーの集い 
東京山桜会 

「校外授業」のご案内 「校外授業」のご案内 

15：00～20：0015：00～20：00

●交通博物館 
乗り物いっぱいの見遊知会夢 

●グルメ神田 

ミ ュ ー ジ ア ム  

10月25日（土） 10月25日（土） 
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再任されましてから早くも一年が経過し
ました。他大学に行っていました四年間に
いろいろ大きな変化がありましたが、特に
教職員のほぼ全員が一致して私学間競
争に勝ち残らなければ、という意識をもって
いたことと、かつての労働組合至上主義
が姿を消し、労使間の話し合いがスムーズ
に進むムードが醸成されていたことに驚か
されました。
一方全然変わっていない筆頭は、昔な

がらの観光バスの駐車場？かと間違える光
景であり、またいくつもの「オンボロ校舎」
（大学ばかりでなく、二つの中・高等学校、
幼稚園も同様、小学校は一部西館のみ古
いまま）でした。さらに財務状況に目を落と
すと、各学校園とも「財政ピンチの連続」で、
一向に改善策が講じられた形跡が見えな
かったことです。
ですがいつまでもビックリばかりしている
わけには参りません。早速執行部の皆さん
と相談し、「行動する追手門」を標榜して
五年後の創立120周年を目指した「総合
改革プラン」（略称戦略一二〇）を立てま
した。これは今後の学院の進路を示すば
かりでなく、二十一世紀の社会の中核を担
って活躍する「創造性と国際感覚豊かな
人材の育成」を目指した画期的な計画で
す。その柱として私は次の五点をあげたい
と思います。

（一）独立自彊の精神の昂揚

（二）各学校園のレベルでの教育改革

（三）特に大学での研究体制の強化とその

ための組織・システム改革および時代の要請に応

える学部学科の改組転換や大学院の充実策

（四）財政改革とりわけ人件費削減の改革と、施

設設備の充実・改善資金の捻出

（五）進展する国際化対応と社会貢献の促進

（一）教育の本来の目的を一口に言え
ば、人格の陶治と知識学力の向上ですが、
教える側が躍起になっても、受ける側が
「学ぶ」姿勢を持たない限り効果が期待で

きません。本学院の建学の理念である独
立自彊の精神の涵養は、まさしく自分から
進んで（自主）、他から束縛や強制される
ことなく（自由）、主体的に自分の力を頼り
にして（自立）物事を深く考え、研究し、本
質を見抜く力を養うことにあります。ですか
ら、幼稚園から博士課程までの各教育段
階において、学ぶ者が自ら「未知を既知た
らしめる努力」を重ねるように、全教育職
員が一致して指導していかなければ、と考
えております。

（二）では教育改革の具体的な効果向
上策は？と問われる時、私は（ア）語学（特
に国語と英語）教育の強化（イ）コンピュー
ター教育の徹底（ウ）社会連携による実学
教育（エ）いわゆる「高大」連携のように、
総合学園としての強みを発揮する連携プ
ログラムの推進とこれらの教育改革に寄
与する研究体制の整備、をあげたいと思
います。

（三）予算規模からいって学院全体の
七割近くを占める大学がまずしっかりしな
ければ学院の社会的評価は上がりませ
ん。そのためには大学での教育改革の推
進が真っ先に取り上げられるべきです。幸
い今年度からセメスター制が始まりました
し、インターンシップの導入、キャリア開発部
の設置など、実学教育の振興策が展開さ
れました。今後附置研究所の整備充実な
どを進め、「特色ある教育と研究」を促進
していきたいと考えています。もちろん時代
の要請する学部や学科の改組（例えばベ
ンチャー学科の新設など）転換や地元茨
木市と提携したいわゆる「サテライト大学
院」の設置なども視野に入れた改革構想
も展開しなければなりません。

（四）こういった改革は、もちろん財政基
盤の強化があってこそ可能です。「入るを
計って出づるを制す」がその要諦ですか
ら、消費支出の一層の節減や各種補助

金の獲得に向けての一段の注力、昨年導
入した「ゼロベース予算」の徹底、消費収
支の黒字化と積極的な基本金組み入れ
等々、きめ細かい財政再建策の展開を図
ります。この際一番の重要課題は人件費
の削減ですが、職能資格制度の浸透と業
績評価中心主義制度の確立、非常識とも
いうべき期末手当の合理的削減等多面
的な改革手段を一段と強く押し進め、それ
によって老朽化や狭隘化著しい学舎の新
増改築や最新の教育工学機器の導入に
よって教育効果と研究成果の飛躍的上昇
を実現したいものです。

（五）私は、「国際化とは異国の文化の
相互理解とその促進」と考えております。
グローバル時代と言われてから久しく、そ
れゆえに学院はいくつかの国の大学や高
校・中学との提携を進めてきました。今後
も小・中・高・大全部が一緒になって国際
化に取り組み、国際感覚豊かな人材の育
成にあたります。また本学院での研究や教
育の成果を公開講座等を通して積極的に
社会に還元したり、各種の媒体を通して有
意な情報を受発信することに力を入れ、社
会貢献責任を果たしていきたいと思ってお
ります。
山桜会から私に求められた表題は「学院

の現状について」ですが、現状では正直に
申し上げて「大変だ」という以外に適当な表
現が見つかりません。長年の自由と放縦の
混同や安易なアウトソーシング、管理職のリー
ダーシップ不在、脆弱な財政基盤等々現状
に対する不満を数え上げれば次々と出てき
ますが、今さら愚痴ってみても何も前進があ
りません。それよりも、今後どういう方向に進
んでいくべきか、私見の一端を率直に申し上
げ、山桜会の皆様方の忌憚のないご批判を
仰ぎたく思いました。
今後も山桜会と学院が手を取り合って

「より良き追手門づくり」を目指して進みた
いと存じますので、変わらぬご支援を幾重
にもお願いいたします。

追手門学院校友会山桜会報　71号

学院長　後藤　幸男

120周年を目指して120周年を目指して

後藤学院長

（一）独立自彊の精神の昂揚
（二）各学校園のレベルでの教育改革
（三）特に大学での研究体制の強化とそ

のための組織・システム改革およ
び時代の要請に応える学部学科の
改組転換や大学院の充実策

（四）財政改革とりわけ人件費削減の改革と、
施設設備の充実・改善資金の捻出

（五）進展する国際化対応と社会貢献の促進
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常務理事　山中雅夫

学院総合改革の視点
内包的充実と外延的発展
学院総合改革の視点
内包的充実と外延的発展

１．学院総合改革

学院執行部では、この10月を目途に改
革の基本設計図の骨格を描き上げるべく、
総合的な改革検討作業に入っている。「栄
えある学院、追手門」の名を高めるために
は、大学を輝ける存在に成長させることが
必須であることについては、かねてより言わ
れてきたことである。大学改革を基軸に、学
院総合改革に向かって行動する追手門の
姿を世に問うとの固い意思表明が、学院全
教職員に対しこの２月に理事長、学院長に
よって示されている。
学院総合改革に当たっての基本理念、行
動指針については、すでに「OTEMON通
信第９号」に掲載させて頂いているが、現
在はその基本プランの具体的シナリオ作り
の段階にある。その第一段階が、2008年の
120周年に結集される第一次五ヶ年計画で
ある。現在、園・各学校・大学ならびに学院
の執行部において計画策定作業が精力的
に進められているところである。競争力を高
めブランド力をつける教育戦略を構築し、個
性ある大学、個性ある学院の姿をどのよう
に描いて行くのか、執行部の経営手腕、マ
ネジメント力が厳しく問われている。

２．戦略開発と組織開発

マネジメントには、二つの部面がある。戦
略開発と組織開発の二つである。教育機
関における戦略開発とは、教育、研究なら
びに社会貢献等の関連事業を含んだ総事
業構造の展開を意味し、それは経営資源
の効果的投入･効果的配分の問題である。
大学で言えば、学部･学科構造の選定、そ
の学生定員配分、大学院研究科の編成、
研究所・センター等の設置など、資源投入
を要する事業展開を策定する活動である。
これには、社会・保護者・志願者・企業など
社会全般のニーズに応える環境適合と当
該大学の能力面での資源適合とをマッチ
ングさせる必要がある。すなわち戦略開発

とは、マーケット・インとプロダクト・アウトの適
合を探るマネジメント活動であり、財政基盤
を確立させるベースとなる事業構造の策定
が主題となる。
他方、組織開発とは選んだ事業の効果を
高めるために、効率的な資源活用にかかわ
るマネジメント活動である。個人の活性化、
意思決定の仕組み、人事・給与システム、組
織風土など、集団維持機能にかかわる問
題領域である。事業構造の比較的シンプル
な教育機関では、この組織開発の善し悪し
が、学校・大学の競争力の決め手にもなりう
るほど重要なマネジメントの部面となる。

３．追手門の資源

本稿では紙幅の関係上、戦略開発に限定
し追手門の将来計画策定の根幹にかか
わる二つの資源に触れておきたい。多くの
他の大学、学院にない追手門の資源は何
かという視点である。それは、（１）総合学園
であること、（２）都心にキャンパスを持ってい
ること、の二点である。
総合学園であることの潜在的意味はきわめ
て大きい。追手門の教育理念としては
「OTEMON通信第９号」に掲載させて頂
いたが、それを要約すれば、教養教育の深
化、社会貢献・実践教育の重視、日本・世
界に通用する個性の育成、の三点である。
幼稚園から真の人材育成に取り組むことが
出来る一貫教育校の優位性を最大限に機
能させることにより、西日本を代表する総合
学園のモデル校を目指すことが出来ると考
えている。未利用資源の宝庫のごときオー
ル追手門の総力を結集させうる教育戦略
の展開、そのマネジメント力が鍵となる。
都心にキャンパスを持っていることの潜在的
優位性もまた、大きい。とくに中・高・大学・大
学院の教育ならびに研究内容が高度化・
複雑化し、社会連携、社会融合が進展して
いる今日では、都心、それも大手前という一
等地に土地資産を所有している追手門の
比較優位は圧倒的であるとさえ言える。こ

れを適切に利用しない、あるいは利用でき
ない場合の機会損失は計り知れないと思
われる。大手前中・高の教育環境を守るば
かりでなく、これを高めることが出来るような、
あるいは中・高・大・大学院の再編成を含
め、大手前キャンパスの高度利用のコンセ
プト・教育構想の構築という挑戦的な課題
を現執行部は突きつけられていると言えよ
う。

４．内包的充実と外延的発展

不断の教育改革・業務改革により、社会有
為の人材を世に輩出する教育力の開発・
強化にエネルギーを投入する努力、今いる
学生に満足を提供でき志願者獲得につな
がる競争力をつける努力、これらを総称し
て内包的充実と呼ぶ。これは教育機関とし
ての維持存続に欠かせない努力である。し
かし、教育機関には「夢、高い志」が必要
である。社会連携を超え社会貢献・社会融
合を目指す教育・研究の事業展開の施設
とともに、学術・文化・芸術・スポーツ等さまざ
まな分野で時代をリードする一流の人物と
の情報交流・社会交流拠点となる施設を擁
し、日本・世界に通用する個性を育み、日
本・世界に通用する教育・研究機関として
の追手門学院の将来を構想し実現して行
く、これを外延的発展と呼ぼう。保護者・卒
業生の活動拠点となる施設も備えれば、文
字通りオール追手門を象徴する開発構想
となる。
追手門学院の内包的充実と外延的発展、
その融合の象徴として大手前キャンパスの
高度利用計画を、今後理事会をはじめ学
院内関係機関での議論の俎上にのせた
い。山桜会会員の皆様のご支援・ご鞭撻を
衷心よりお願い申し上げて、拙い一文を終
えさせて頂きたい。

山中理事

http://www.yamazakurakai.com/
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山桜会会員の皆様には平素より学院発展
のために多大なるご支援ご協力を賜り、深く
感謝致しております。
さて5年後2008年には、本学院は創立120
周年を迎えます。明治21年、1888年、大阪偕
行社附属小学校として創立されて以来、幾
多の困難を乗り越えながら数々の栄光の歴
史を積み重ねてきました。今日の隆盛は創
設者高島鞆之助中将をはじめ、歴代の先賢
諸氏において「社会有為の人材を育成する」
という理念のもと伝統の精神をもって本学教
育に懸命な努力を積み重ねてこられたおか
げであります。そして戦後、学院は小学校を
発祥校とし、中、高等学校、大学、幼稚園、大
学院を設置するに至り総合学園として発展
してまいりました。しかし今の時代は、私学を
とりまく諸状況がはなはだ厳しく、本学院もそ
の渦中にあって大きな影響を受けておりま
す。今こそさらなる発展を目指し学院が一致
団結し努力しなければならない時と考えてお
ります。そのために創立120周年記念事業を
全学で取り組みその総合力を結集すること
になりました。「行動する追手門」をモットーに
学院は各学校、園も年輪を重ね歴史の深み
も増している今、あらためて120周年の年を
見据え、それぞれの歴史を振り返り先哲を顕
彰し一層の教育力を高める事をしなければ
ならないと考えます。各校園において教育改
革のもと、ゆるぎない教育力の構築をなしとげ
名門学院としての総合基盤を築くことを創立
120周年記念事業の意義としたく思います。

記念事業の推進

本年より学院挙げて準備活動に入り、推
進する体制に入っております。その主旨は理
事長はじめ学院長、執行部の方針にもある
ように、「創立120周年は追手門の過去、現
在の総力をあげて未来を描く」即ち、一大イ
ベントとして実施し、本学院の姿を世に問う
機会としたいという事であります。各校園の
教育改革やキャンパス整備計画をまとめ記
念事業としてそれらを位置付け単なる一過
性の周年事業にならず永続性の保つ周年
事業とし、常に短、中、長期の観点を堅持し、

その目標を確実に実現するよう、取り組まね
ばならないと考えております。
120周年記念事業推進にあたり、実施するた
めの編成は理事会総括のもと推進委員会が
設置され全体計画を推進し、そのもとに全学
院部局長会があり各小委員会に別れること
になります。一方新たに創立120周年記念事
業事務局を設け全体の事務をつかさどり、さ
らに各事業計画が出揃った時点において、
協賛会を結成し募金活動にも力を入れるこ
とになっております。各校園独自の計画は各
校園計画小委員会、学院全体事業の計画
は全体計画小委員会を設置することになっ
ております。

各小委員会の活動

実動に入る準備として学院の作業部会が
企画立案をしてまいりました。現在進行中の
事業は幼稚園であります。「未来に向かって
行動する追手門学院」のスタートにふさわし
く新園舎の建設が実行されております。
2003年7月着工、2004年8月竣工の予定で
す。園として総力あげて120周年記念事業と
して取り組んでいることも報告いたします。ま
ず、幼稚園からの行動発進です。これから各
校の教育計画に添った建設計画等も出され
る事になります。
さらに全体計画小委員会として次のような
小委員会を考えています。

教育構想委員会
学院創立120周年という節目にあたり全学

院が今一度教育の原点に立ち返り基本理
念を確認しあうとともに学院としての教育基
本方針を構築、幼稚園から大学までの一貫
教育についての展望計画を作成、各校園の
個性の発揚、尊重する中に於て全学を貫く
追手門教育のアイデンティティの確立を行う。

施設建設委員会
幼稚園のスタートから各校の可能性のあ

る建設計画の提案を実現に向かえるべく検
討し推進する。各校においてはいづれも改
修を含め建設計画が予測される。実施でき

得る学校から行動することになる。今後の大
きな課題としてシンボルとしての建物等、大
いに検討できればと考えております。

募金委員会
創立120周年記念事業をするにあたり、事

業内容が確定した時点で全学関係者に対
しての協力をお願いする。募金については
協賛会の結成により他方面からの協力も願
い実績を上げ、その力をもって学院も総合力
をもって記念事業を完成させる。

企画広報委員会
創立120周年記念事業に対する情報の提

供を密にして「広報」を発刊します。タイムリ
ーに、又定例的に、各校園、同窓会ともタイア
ップしつつ広く情報提供できるようにする。企
画部門のひとつとしては記念講演会、記念
音楽会等の開催を考える。

記念志編纂委員会
学院の現状を中心に編纂し、各校園の歴

史的変遷等、教育の歩みを掲載する。百年
志までは発刊されているが百十年志はない。
二十年間の各校園の教育を中心として編纂
する。

記念式典委員会
2008年の佳き日を選び式典及び祝賀会

を実施する。各界へ追手門学院の総合力
と教育力の充実発展を示し存在感を知らし
めるものでありたい。

他に各校園による色々な企画は独自に推
進してもらい、学院としての位置づけの中、行
動する追手門にふさわしいものを実現できれ
ばと考えています。

以上学院の方針として創立120周年にお
ける記念事業の実施にむけて前進しており
ます。
山桜会会員の皆様方におかれましてはご

理解賜り、今後共ご支援ご協力をお願い申
し上げます。

川人理事

追手門学院校友会山桜会報　71号

常務理事　川人　公一

学院創立120周年
に向けて

学院創立120周年
に向けて

http://www.yamazakurakai.com/
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校庭に桜が咲き誇る中で、平成十五年度入学式・始業式を行い、新年度

の教育活動が始まりました。校長室からも、廊下やグランドでの活気ある

やりとりが聞こえ、生徒たちの明るく楽しそうな様子が伝わってきます。

改革のシンボルとして新調した紺のブレザースーツの制服が全学年に揃

った今年度は、本校の教育改革が導入期から充実期に移行していることを

実感し、心が引き締まる思いです。

教育改革の根幹である「学力向上」を目指したさまざまな学習活動は、

この年度末に精査を加えて、成果として確認できることと、課題として残

っていることに分別し、基本的にはこれまでの取り組みを基盤にしながら

も、新たな企画も積極的に採り入れる計画です。今年度は「質の向上」を

キーワードに、生徒一人一人からさらなる学習意欲を引き出し、将来展望

に自信と可能性を与えることができる教育活動に邁進する決意です。

幸いにして、中学校教育への関心の高まり、高校入学志願者の大幅増加

や大学進学の飛躍的な躍進は、皆さま方にも喜んでいただける成果として

報告できることを誇らしく思います。

また、本校の教育活動に対して、山桜会の皆さま方をはじめ、学院関係

者や地域からの高い評価は、非常に力強い支援となっています。必ずや生

徒たちの夢や目標の実現に繋げて、皆さま方の期待に応える所存です。今

後ともよろしくお願いいたします。

この三月に初めてコース制で3カ年を過ごした生徒たちが卒業しました。

学力の向上・進学実績の向上をうたって導入したコース制ですから、学校

としても進学実績には大きな関心を持って指導して参りました。昨年度来

各種入試説明会において、模擬テストデータなどをもとに今年度の大学合

格者数は激変する、大幅にアップさせるとお話しをしてきました。

結果としては、現役で国公立大学には大阪大学・大阪府立大学・千葉大

学・岡山大学をはじめ20名が合格し、私立大学にも早稲田大学（3名）、

立命館大学69名をはじめ別表の難関大学に多数が合格しています。この

ように、昨年までの合格状況を一変させることができましたので、コース

制初年度の成果をご覧ください。来年以降、更に今年の結果を倍する実績

につなげる取り組みを押し進めて参ります。ご期待ください。

コース制の導入以来、私どもは入学してきたそれぞれの生徒について、

どの生徒も伸ばしていくことを目標に教育のシステム化に取り組んで参り

ました。「システム化」という言葉は何か機械的かつ一律で冷たい感じに聞

こえます。しかしながら私たちは、個々の教員の名人芸的な学習指導法を

超えて、たとえ新任の教員であっても質の高い教育を施すことができるシ

ステムを構築することにより最大限の学習効果を得ることを目指していま

す。この3年間、左記にお示ししました様々な取り組みをはじめ、クラス

編成や習熟度別授業のあり方など、試行と改善を積み重ね今日に至りまし

た。ここで、その一端をご紹介させて頂きます。

◆《一つ目》はコース制の導入による1年次からのコース毎のクラス編成

およびカリキュラム編成にあります。また、総合文理コースは英語の習熟

度別授業を導入しています。それにともない、時間割編成上、総合文理コ

ース内にハイレベル授業クラスを1クラス設けてあります。

◆《二つ目》は45分7時間授業で土曜日を含めて、週38時間の授業を実

はじめに

大阪大学・早稲田大学をはじめ難関校合格

学力アップを支える学習・教育システム

大学名 

国公立大学 

同志社大学 

立命館大学 

関西学院大学 

関西大学 

関関同立合計 

今年度 

23名 

15名 

77名 

19名 

29名 

140名 

昨年度 

10名 

8名 

18名 

9名 

28名 

63名 

大学名 

京都産業大学 

龍谷大学 

甲南大学 

近畿大学 

追手門学院大学 

その他の大学 

今年度 

7名 

28名 

10名 

21名 

42名 

107名 

昨年度 

29名 

23名 

13名 

34名 

39名 

125名 

卒業者数235人（追大内部推薦者数39名） 
外部受験者数196人 

主要大学合格者数 

第54期　高1新入生

追手門学院中高等学校 

コース制 

http://www.yamazakurakai.com/
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施し、主要科目に大幅な時間増を行っています。

◆《三つ目》は高1から高3まで、大学受験に向けたアドバンス・ゼミと

呼ばれる課外授業を、4時から6時まで希望者に対して実施しています。

昨年度は月火木金のアドバンス・ゼミ28講座を開講し、857名が参加、

長期休暇中は29日間76講座2058名が参加、高3特別セミナー（6時20

分～8時）は9講座161名が積極的に参加していました。なお、成績不振

者に対しての手当てとしては、フィードバック・ゼミという補習を行って

います。

◆《四つ目》は4月の授業開始時に学習オリエンテーションを実施し、学

習意欲の向上につとめています。また、定期考査毎に「授業アンケート」

を実施し、生徒とともによりよい授業へ向けての改善の取り組みを行って

います。生徒による授業評価を教員は真摯に受け止め、教科会議・職員会

議などで授業の点検・相互批判を行っています。

◆《五つ目》は各教科・各学年で学習面での数値目標（進研模試の偏差

値・各大学への合格者数など）を持って常に点検しながら、指導を進めて

いることです。また、ベネッセと提携したFINEシステムを導入し、進路と

学習指導にITを活用しています。

◆《六つ目》は教員研修です。若手の教員を中心に昨年度は平常4名の教

員を代々木ゼミへ研修に派遣しました。夏期休暇中はさらに数名の教員を

派遣し、学習指導力の向上につとめました。

今後の計画としては、昨年度大学より頂いて教員全員に配布されたノー

トパソコンを用いて、FINEシステムの高度活用や生徒懇談システムの開発

など、教育のIT化に取り組んで参ります。その中で、教員全員での「情報

の共有化」を押し進め、これにより従来にない生徒指導の質を高める取り

組みをすすめます。

学習以外の学校生活の充実に向けて、次の取り組みを行っています。

◆平成14年度は、希望者に対して語学学校のベルリッツの外人講師によ

る英会話のレッスンを無料で実施しました。前期に10時間あるいは後期

に10時間のレッスンを実施することで、生徒の学習意欲の向上を図りま

した。本年度も希望者数などを考慮してプログラムを策定し実施します。

◆夏休み中にはオーストラリアでの23日間の海外語学研修を実施してい

ます。これについても、ベルリッツの講師による10回の事前指導の英会

話レッスンを組み込んでいます。

◆昨年度は高3理系の生徒および高2理数コースの生徒に対して、本校卒

業生の本学院理事の早稲田大学理工学部教授の竜田邦明教授の特別授業を

実施し、生徒の学習に対する、モチベーションの向上を図りました。文系

生徒向けには、山桜会会長で弁護士の川原俊明先生に特別授業を行っても

らいました。本年度も高大連携プログラムを検討中です。

◆クラブ活動の充実のために外部コーチを招聘しています。どのクラブに

ついても実技指導者のいる状況をつくりました。

ご紹介しました教育改革の取り組みを受けて、本年度の高校入試におけ

る応募状況は、英数コース40名、理数コース40名、総合文理コース160

名、総計240名の募集に対して、実に1173名の志願者が殺到し、とくに

英数コースでは11.27倍という大阪府下でトップの競争率となりました。

一次入試では対前年比27％増であり、公立高校が広き門となる中で、と

りわけ専願者は20％増と追手門の人気の高さを裏付けました。特徴とし

ては、500点満点の入試で400点を超える層が例年に比して急増したこ

とです。昨年に較べて増加した約240名の受験生のうち100名が400点

を超える得点であり、名実共に共学の進学校としての地歩を築きつつある

といえます。来年度は是非とも専願率を100％にもっていきたいと考えて

おります。

なお、兄弟関係や親子関係の優遇制度については、多くの卒業生の皆様

のご応募やお問い合わせを頂き、受験や入学に繋がりました。紙面をお借

りして御礼申し上げます。

学校生活を充実させるその他の取り組み

大阪府下トップの高校入試倍率
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「私は本当に悪ガキだったが、野球を始めて少しずつ人間らしくなった」とベー
ブ・ルースは言っている。
彼に野球を教え、人生の成功へのキッカケをつくったのは学校の先生です。
進学にしろ、職業にしろ、生徒たちができるだけはやく目標や希望をもつこ
とが大切です。
ベンチャーコースなどでは、ライフプランとそれに応じたキャリアプランの
作成を重視しています。
勿論、目標や希望も成長段階で変更することがあるでしょうが、小規模校な
らではのきめの細かい指導のもと、家庭と学校が協力しあって、生徒たちの適
性をみつけ、サポートしてやることが大事だと思います。
その道、その世界で一家を成した人たちでも、他では適用しないだろうなと思
う人もいます。
そう思うと、いかに適性ということが大切であり、ポイントであるかがわか
りますし、先生たちの懇談や進路進学指導がいかに責任あることかが痛感させ
られます。

今の生徒たちはパソコン等でバーチャルな世界に慣れていますが、人との接
触は余り得意でないようです。
そこで、学校に色々な人に来ていただき直接に話を聞いたり、外に出て行き
色々な人と接する体験を通して、自分を発見するチャンスを多く設けていきた
いと考えています。
春休みの4月5日（土）に、高市早苗経済産業省副大臣においでいただき、中2、
中3、のベンチャーコースの生徒と保護者の方に、ベンチャー教育の必要性につ
いてお話いただきました。
生徒たちの中には、なんで勉強せなあかんのかという素朴な疑問をもってい
る者もいます。
高市さんのお話は、弟さんが大手前中高の出身ということもあって非常に親
しく御自身のチャレンジング・スピリットや中高時代に学んだ知識や教養が、
政治家になって人と会ったりする時にいかに役立つか、本当に熱い語りをして
いただきました。
山桜会の皆様方も温いまなざしで後輩たちをこれからもみまもっていただき
たいと思います。
今後ともよろしくお願い致します。

適性
校長
亀井哲夫

「私たちは自らのコトバで、自らを不幸にしているのでは
ないか…」ある著名な人の、そんな声が、テレビから聞こ
えてくる。ベトナム騒動をきっかけに、展開した騒然とし
た世情。昭和11年卒ゆえに、“昭士会”と名付ける、この
ランでもお馴染みの面々が、80才を迎えるのを記念に、
梅田のマルビルに集まり、恒例の“おしゃべり会”を開い
た。題して「われら、80才にして起つ」…
（注）“寒いときは遠慮しておきます”と、陽春を待って

いるのが、各努原市に住むろ組の渡辺敏彦君。伊賀、
黒田、劉君に箕面の安部哲次君たちも「この次は必
ず…」と、楽しみにしている。い組の常連渡辺敕邦
（ただくに）君、石田幸助君、中井晃君たちも、次
回は必ず…と。そして東京・武蔵野からも橋本眞君
が来阪を楽しみにしている。（筆者・兵頭）

（司会）まず、この会の発足について赤松義夫さん（昭和
11卒い組）から…
赤松：昭和60年ごろ。私たちの担任だった山上先生が、
まだ偕行社におられた。勤続祝いを兼ねた激励会を、堺で
開いたのが、きっかけ…
前田芳郎（同、い組）：その頃の顔ぶれの中に、私や吉
本さんもいた。
吉本晴彦（同）：その会が、2か月に1度今も続いてい
ると聞いて、会場を私のマルビル一階に、3年前から移し
てもらった。レストランで好きな物を食べながら昼間の2
時間を、楽しく有効に過ごしている。
赤松：学校時代の想い出で、今なお印象に強く残ってい
るのが、毎朝並んで歌った“金剛石”の崇高なフンイキだ
ネ。「金剛石も磨かずば、珠の光は、そわざらむ。人も学
びて後にこそ、誠の徳は現わるれ…」すぐれた人になるた
めに、いつまで経っても、磨く努力もを…。自分以外の者
のためにも、これは終生忘れてはならない言葉だ。
柴田善次（同、ろ組）：私も朝礼で歌った「金剛石」が、
一番印象に残っている。3年生まで、近くの泉尾尋常小学
校へ通っていた私は、「大阪城の近くに“男の子の教育”
に大変熱心な学校があるから…」と、伯母の奨めで4年生
の編入試験を受け、幸い合格した。鉄筋コンクリートの校
舎がまばゆい。授業も進んでいて、英語教育もあった。毎
日の宿題も大変。特にニガ手だったのが音楽で、いきなり
楽譜を読まされ、困ったことを憶えている。
体育の方では、剣道など、寒ゲイコも厳しかった。陸軍
の子弟もたくさんいて、“敵中横断三百里”で有名な建川中
将や、政治家の舛谷代議士の息子さんも、いっしょだった。
難しい問題が出た試験のとき、「今度はみんな百点取れ
まい」と安心していると、さにあらず。満点が続出して、
私はついて行くのがやっとこさ…。でも、本当に良い友に
恵まれ、幸せだったなぁと、いま父の故郷橋本市で余生を
楽しんでいる。
入江国太郎（同、ろ組）：現在、新内家（や）岡本弥八
を名乗る。
私が卒業したのは二・二六の年で、先ほどの話の出た建
川中将の子息や、日露戦争の祈り撃沈された輸送船“常陸
丸”の山村連隊長の孫もいた。偕行社の制服を着たのは、
雑喉場（ざこば）の市立小学校から転入した3年生の時で、
それまでは1クラスだけだったのが、一般市民からも募集
して2クラスになり、開かれた大阪偕行社附属小学校にな
った。でも。“兵隊学校”と称された通り、軍国教育が基
本であった。とくに、“楠公精神”の忠君愛国で貫かれ、
修学旅行も楠親子の史跡を訪ねる行軍であった。
普通校の遠足と違って、お菓子は持参禁止、弁当は梅干
しだけの日の丸弁当（昼食時には先生が点検に回る）剣道
は正課、玩具であっても、執銃教練もあった。（運動会の
花形は模擬演習）

しかし、当時としては珍しい民主的な教育もあった。生
徒相互の選舉で級長を選び、級長会で生活の申し合わせを
した。
音楽教育も五線譜で教えられた。英語の授業もあった。
これらの民主授業が取り入れられたのには、片桐武一郎校
長の、軍部に対する只ならぬ抵抗があったろうに…と、今
つくづく思う。とにかく不思議な学校で、総合して“良い
進学校”であった。何よりも、背筋をシャンと伸ばす躾
（しつけ）を受けた事に、感謝！
諏訪　博（同、い組）：私の兄二人も、同じ時期に偕行
社小に、お世話になりました。妹の夫も、卒業生という奇
縁で結ばれている。
遠景に大阪城の石垣を望み、お濠の上を渉る薫風を紅顔
に受けながら、走り回った運動場は、常に脳裏から離れな
い。何が80才の足を、同窓会へ運ばせるのか？それは素
敵な小学校生活の思い出、良き学友との苦楽の回想そのも
のにある。
永い年月を経て、我が国の足取りをめぐる内外の情勢の
中で、学問や生活に対する考え方が、驚くほどの規模と速
度で、変貌を遂げてきた。現代の少年少女にとって、幸か
不幸か、社会全体が情報過多の渦の中にある。その選別は、
幼い人だけでなく、大人や親にとって、とても大切。良い
栄養や、優れた肥料がなくては、美しい、優しい花は咲き
ません。
鉛筆一本、消しゴム一個の大切さを繰り返し説いて下さ
った昔の先生方の、率先的な指導に感銘を覚えずに、おれ
ません。
「何事にも興味の眼で臨み、追求の姿勢を崩さないこと。
粘りのある人生を、持ち続けること。」そのバックボーン
になっているのが、私たちの教えられた“誠実、剛毅、自
治の心”です。
前田：“時の経つのは速いなァというのが実感です。い
ろんな試練があった中で、もっとも過酷だったのが、第二
次世界大戦の時代。多くの友を失ったのは、本当に悔しい。
私はいま、カルチュア教室に出かけて絵を描き、ささやか
なボランティアに勤しんでいます。「青春とは人生のある
時期ではなく、心の持ち方を言う」を、座友の銘にして…。
今後も私たちの仲間は、昔を語り合い、お互いの生き様か
ら、時には天下国家を論じ、互いに励まし合ってキズナを
大切にして行きたい”（一同うなずく）
山村　明（同、ろ組）：軍人の家に生れ、軍色強い偕行
社に育てられ、楽しいハズの青春時代は、ほとんどが苦し
い思い出…。（でもそういう時代だった。）最近も払拭され
たハズの戦争が人心を騒がせている。私は80年を生き抜
いたことに、ただ感謝する昨今です。
願わずに、謝する傘寿の彼岸かな（明）

さぁ、 

　   才にして 

起とう 
80 
昭11年偕行社小卒業生の気えん 

同窓会 同窓会 

3月1日から中学新学年スタート！（プレスクール）

小47
兵頭 公克

http://www.yamazakurakai.com/
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朝、登校してきた子ども達は、校門で一礼してから教室に向かいます。学
校生活は礼から始まります。偕行社時代は挙手の礼をしていましたが、礼の
心は今も昔も変わりません。また、下校の時は、下校班の班長が号令をかけ、
一斉に礼をし、学校の一日が終わります。
保護者の方々も校門で一礼をして校内に入られます。その姿を見られた外

部の方から「子どもさんが礼をされるのは、先生方のご指導でできるように
なるのはわかるのですが、親御さんが皆されるのはどのように指導されてい
るのですか」と尋ねられることがあります。「学校として指導したことはあり
ません。卒業生の保護者の方とか、兄弟関係の方がされるのを見て、入学式
の日から親も子もできるようになっていきます。これも伝統の一部かもしれ
ません」学校生活では、礼・挨拶・会釈・言葉づかい・作法について厳しく
指導を行います。人と人との関わりにおいてまず基本となる事項です。朝の
「おはようございます」から始まって、下校時の「さようなら」まで、大きな
声で元気にはっきり挨拶のできる子は「挨拶の達人」として認められ、昇降
口に名前が張り出されるキャンペーンも行います。
学校へのお客様に対して会釈することも大切な生活のひとつです。初めて

訪問された方々から「礼儀正しいですね」とお褒めの言葉をいただくことが
あります。
礼は本校の第一義として変わらざるもの､変えてはいけないものとして不動の
教育方針として継承されています。 しかし、まだまだ不十分な所がありま
すので、更に高次なレベルを目指して指導していきます。
小学校では、宿泊を伴う行事として4年生の林間学舎に始まり、5年生では
オリエンテーション、5・6年生の臨海学舎、6年生の修学旅行、冬の学校が
あります。これらの行事における目的はそれぞれに違う部分がありますが、
基本的に小学校の教育の目指すものが集約されています。
第一に、団体訓練が基本にあり、団体生活の中で要求される社会性の育成

です。例えば食事において、家庭では楽しく語らいながら食べる団欒の時で
すが、公共の場として他の人と同席になった時のことを想定して静かに食べ
る訓練が行われます。修学旅行の時には先生が注意することがない状態にな
っています。宿舎における廊下の無言歩行、見学地でのマナー等社会の一員
としての行動訓練が機会に応じて厳しく指導します。

また、友達と一緒に寝食を共に
することにより、お互いを思いや
る心、お互いを認め合う心を育て、
自分勝手なわがままを抑える心情
面の育成を図っています。子ども
達にとって、学校ではわからない
面をお互いに知ることにより新し
い友をえることもあります。いく
ら厳しく指導をされても、子ども
達にとって小学校生活で思い出に
残っているのは、こうした宿泊を
伴った行事のようです。同窓会で
うれしそうに話をするのは、先生
の目を盗んでの枕投げや、色々や
ったことです。これも、別の意味
での社会性の育成かな？
本校の創設者である高島鞆之助

先生が、少年時代を過ごされたのは鹿児島です。薩摩藩では、郷中教育とい
って年長者が年少者の教育係になるという制度がありました。ボーイスカウ
トがこれを参考にして作られたというのは有名です。私の小さい頃は、近所
のお兄ちゃんにこま回しやべったんなどの遊びを教えてもらい、自分が大き
くなったら下の子に教えるという世界でした。昔に比べて縦のつながりが少
なくなっている現在、小学校では、各種の活動の中で、縦割りの活動を取り
入れています。同じ交通機関を使っている子ども達を校外班として編成し、
班長を中心にして大阪城で活動したり、緊急時の下校時に使ったりしていま
す。朝礼で、今まで上級生に助けてもらったり、世話になったことのある人
はと尋ねたらほとんどの子が手をあげました。この校外班の活動から、下級
生に対して親切に面倒を見るという意識が強くなり、そして、一年生が一人
で通学し始めても困った時には上級生が面倒を見ることにつながります。掃
除での縦割り、他学年とのなかよし給食等、リーダーの育成をかねて今後更
に充実を図っていきたいと考えています。

追手門学院小学校の子ども

学校長　伊勢田　善昭

入学式の日（6年生が1年生を校舎案内）

追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号追手門学院校友会山桜会報　71号

大手前校舎中庭の東側に、確か理科教室があった建物から吹奏
楽部の元気なマーチのメロディーが流れて来た。それまで、生の
音楽などほとんど聴いた経験もなく、音に誘われるまま部室を訪
ねた・・・。すごい感激だった。
僕と音楽の出会いはこんなところからスタートした。もう40年
も前のことになる・・・・・。
それ以来、今日まで音楽が聞こえない日が、一日もないのが当た
り前という生活を過ごしてきており、いまは、サウスサイドジャ
ズバンドという日本でも数少ない1920年代～30年代ジャズを
基盤とした音楽を演奏する、プロのディキシーランドジャズバン
ドのリーダーを務めている。そろそろ結成30年を迎える。
自分の音楽活動を振り返ると、なにも知らないで一生懸命練習

していた高校時代のブラスバンドでの活動。大学時代、はじめて
ジャズと出会い、七〇年安保もそっちのけで練習していた熱中時
代。七〇年からアメリカへ渡り、白人バンドに加入し、米国各地
でのジャズバンド演奏活動。帰国してからのプロとしてのジャズ
生活、プロデューサー活動、プロダクションの経営・・・・。
こう書いてみるとなにか華々しく活動をしてきたみたいだが、

振り返ってみると、実際は音楽的には、自分の才能を過信して天
狗になっていた時期、凝り固まった音楽観によるメンバーとの対
立、メンバーチェンジによる音楽の再構築、バンドサウンドの独
自性、方向性の確立。バンドの運営ではずいぶんエネルギッシュ
に動いてきた自負はある。
最近では、ジャズのメッカであった道頓堀、千日前を広く市民

に訴求しようとミナミにある昭和初期に建てられた、元・精華小
学校を使ってのフェスティバル「ジャズシティーオオサカ」の企
画運営を地元と共に、三年に渡り行っており、将来はプリザベー

ションホール（保存音楽のジャズの聴けるホールとしての確立）
とジャズ博物館の設立を視野に入れた活動を行っている。
しかし、最近の経済的環境による音楽活動、演奏機会減少の打

撃はこれまでに経験のしたことがなかった状況であり、メンバー
全員の生活を揺さぶるの大問題となってきている。・・・・また
胃が痛くなってきた。
プロの演奏家として30年近くすごしてきて、未だに毎日のよ

うに自分の音楽性との葛藤があり、さらに、プロダクションの経
営者としてメンバーの演奏機会の創出にこれまで以上の企画力、
営業努力が必要とされてきたこの時代、もはや、消えゆく音楽の
一つとなってきたジャズを大阪で支えて行こうと決意している。
これからもプレーイングマネジャーとして、メンバーと共に演奏
活動を通じて大阪で音楽をやり続ける意義を再確認し、大阪的な
ジャズの良さを育成、継承するだけでなく、そこに、オリジナリ
ティーの高いサウンドを創り、演奏することを目標に、したたか
に音楽活動を続けてゆきたいと思っている。
「音楽」が「音我苦」にならないような音楽生活をめざし「演

じる方」も、「見る方」も一緒になって楽しめる時間を共有でき
るライブ活動を続けてゆくことができたらと願っている。
サウスサイドジャズバンド全員が集まるライブは、毎月一回、

最終火曜日午後7時50分～、ウメダ・お初天神通、南へ入る、曾
根崎センタービル5階「ニューサントリー5」
電話、06-6312-8912。一度のぞいてください。
最後になりましたが、会員各位のますますのご健勝をお祈りいた
します。

☆平成16年1月17日（土）開催の
新年会で演奏して頂きます。
是非、お運び下さい。

（新年会実行委員会）

http://www.yamazakurakai.com/
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弁護士  川原俊明 
（小71・中高14期） 

〒530-0047 大阪市北区西天満2丁目10番2号　幸田ビル8階 
 TEL：06-6365-1065（代表）　FAX:06-6365-7265 

E-mail:kw-law@smile.ocn.ne.jp 
http://www.kawahara-law.gr.jp   

 

弁護士法人 

TEL06-6941-6920  FAX06-6941-6930

弁護士  森田 和明 
（小72期・中高15期） 

森田和明法律事務所 

〒530-0047  大阪市北区西天満6丁目3番11号 
梅田ベイス・ワン6階606号 

 TEL 06-6361-8613    FAX 06-6361-8617

去る1月18日午後5時より、日航ホテル大阪において山桜会臨時総
会が開催されました。席上、会長が年会費導入の必要性およびそれ
に伴なう会則改正の詳細な趣旨説明をしたのち、山桜会会則改正 
（案）を議場に諮ったところ、何等異義なく満場一致をもって承認可
決されました。会則の変更箇所については後記「会則新旧対照表」
のとおり。 
　また年会費納入に関する規定である「山桜会会費規約」について
は、会則変更を条件にしてあらかじめ平成14年10月12日開催の
理事会において承認されていたことから、平成15年1月18日をも
って発効いたしました。 

会則委員長　香山　恭慶 会
則
新
旧
対
照
表 

変更後 
第3章　会　員 

第5条 
本会会員を分けて特別会員正会員とする。 
1.卒業者を正会員とする。 
2.教員ならびに旧教員を特別会員とする。 
3.中途退学者については、理事会の承認を
経て正会員とすることができる。 
 
第6条 
　正会員は、卒業時に終身会費を納入する。
その額は理事会で決定する。理事会の承
認を経て正会員となった者の会費は、理事
会で定める。 
 

第7章　附　則 
第24条 
この改正会則は平成12年5月28日より実
施する。 

第3章　会　員 
第5条 
（省略） 
 
 
 
 
 
第6条 
前条1号および3号の正会員は、入会費お
よび年会費を納入する。 
Ⅱ前項の内容については理事会で決定する。 
 
 

第7章　附　則 
第24条 
この改正会則は平成15年1月18日より実
施する。 

変更前変更前 変更前 変更後変更後 変更後 

第1条（目的） 
本規定は、追手門学院校友会山桜会（以下「山桜会」という）会則
第6条に定める会費に関する事項について定める。 
 
第2条（適用範囲） 
この規約の適用を受けるものは、会則第5条1号に定める正会員 
（以下「1号正会員」という）および同条3号に定める正会員（以下
「3号正会員」という）とする。 
 
第3条（入会費） 
1号正会員は、入会費として卒業時金30,000円を納付する。 
3号正会員は、入会費としてその資格を得た後速やかに金30,000
円を納付する。 

第4条（年会費） 
1号正会員および3号正会員のうち、4月1日を基準日として満23歳
以上の者は毎年1回年会費として金3,000円を納付する。 
Ⅱ前項にかかわらず、やむをえない事由につき理事会の承認がある
場合はこの限りではない。 
 
第5条（納入方法） 
第3条および第4条に定める会費の納入手続、納入時期について
は、会長が定める。 
 
第6条（規約の改廃） 
本規約の制定及び改廃は、理事会の承認を要する。 
 
第7条（附則） 
本規約は山桜会会則の変更を条件として平成15年1月18日より適
用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

以上 

追手門学院校友会山桜会会費規約 

副　会　長　川　口　正　弘
財務委員長　石　津　良　行

山桜会会員の皆様方には如何お過ごしでいらっしゃいますか。日頃は会の運営にご

協力いただきまして誠に有り難うございます。

さて、この不景気の折りに会員の皆様方にご負担をおかけするお願いをしなければ

なりません。山桜会ではこの度、年会費制を導入することになりました。少子化にと

もない将来卒業生が減少し、今迄卒業時に頂いていました終身会費だけでは会の運営

が出来ない事態に陥る事が予想されます。収入減を補い、会の活動資金を確保するこ

とが目的で、今迄頂きました終身会費を入会金と位置づけ、今後３千円の年会費をい

ただくことになりました。

山桜会の正副会長及び各委員長で組織する正副・委員長会議では、約２年前から会

費導入の議論がなされ、昨年秋の理事会で承認され、１月１８日（土）の新年会前の

臨時総会で満場一致の賛成をうけて成立いたしました。年会費の額は、会員の皆様方

より幅広くお振り込みいただけます金額として３千円とさせていただき、お支払い方

法も色々検討させていただきました結果、全国の郵便局及びコンビニエンスストアで

お振り込みいただけるコンビニネットを採用することになりました。初期の導入費用

は少しかかりますが、会員の皆様方にご不便をかけないようにと考えさせていただき

ました。会報に同封させていただきました用紙にてのお振り込みを切にお願い申し上

げます。（振込料は山桜会負担になっております）

我々山桜会役員は常にボランティア精神を持ち、理事会・評議委員会でも夜６時３

０分頃から始まるにもかかわらず食事の用意はいたしておりません。評議員の中には

夜遅くなる会議なのに食事も出さないのかと批判する人もいるようですが、一人一食

数百円の食事代も年間にすれば総額数十万円になり、活動資金を圧迫しかねないから

です。今後山桜会の会費がいかに有効に使われているかを常にチェックしていくのが

財務委員会の努めと考えております。皆様方より頂きました会費を無駄遣いなく、有

意義に使わせていただくことを誓い、会員の皆様方への会費お支払いのお願いとさせ

ていただきます。お振り込み宜しくお願い申し上げます。

年会費お振り込みのお願い

http://www.yamazakurakai.com/
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平成14年10月19日、清澄庭園にて東京山桜会会員22名が

集まり散策をしました。この庭園は、江戸の豪商紀ノ国屋文

左衛門の屋敷であった所で、享保年間に久世大和守の下屋敷

となり庭園の基が形造られ、明治11年に岩崎弥太郎が、（孫

の澤田ミキさんは、エリザベスサンダースホームで有名。）こ

の邸地を造園計画し『深川親睦園』として竣工しました。そ

の後も造園工事は進められ隅田川の水を引いた大泉水をはじ

め築山、枯山水を中心に、周囲には全国から取り寄せた名石

を配して明治の庭園を代表する『回遊式林泉庭園』を完成し

東京都の名勝に指定されています。関東大震災や東京大空襲

の戦火の時は、ここへ避難されて助かった人々が、大勢いた

そうです。オアシス&避難場所で、庭園は今の2倍の広さがあ

ったそうです。お昼は、ここから500mぐらい歩いた所のど

ぜうで有名な『深川高ばし、どぜう伊せ喜』で丸ごと、骨ぬ

き、柳川の三種のうちどれか一種を選んで、コイのアライと

どぜう汁も食しました。くさみもなく、とてもおいしく食べ

やすかったです。最初は、未知との遭遇で、こわごわだった

ですが全員舌鼓をうって食べました。『あんた、ドジョウ知ら

んのんかいな！いい年して！』先輩のきものをシャキッと着

た背すじをのばし首がスウッと高くのびた柴田さんが、息子

にでも言うようにグレイ頭の大先輩に言われたので、ビック

リして目をグリグリしてましたら、『心配おまへん。大丈夫だ

す。わしら同級生でおまんねん。』ものすごい大阪弁と江戸の

ドジョウ料理をつまみながら、漫才をきいているような会話

に笑いがたえませんでした。『初めての方、手を上げて下さい。』

と萩原大先輩の声。9割の方が、ドジョウ料理初めてだった

ので柴田さんの言葉を思い出して大笑いしてしまいました。

柴田さんによると、夜水にいれておくと、キュッキュッと音

を出すそうで、栄養価があり、精がつくそうです。沖津さん

は、恐がってました。私も未知との遭遇で、うなづいていま

した。腹も満腹になり、一行は江戸東京博物館に行き、館内

のガイドさんの説明をききながら江戸東京の歴史と文化を振

り返り今に至るまでを勉強しました。時代劇を思い出させる

日本橋の模型、江戸城屋敷、城下町の長屋の生活の様子、初

期の水道のしくみの模型、生活用品で、今に至るまでのなつ

かしい物もいっぱいありました。とても楽しかったです。ド

ジョウ料理も味わい、よく歩きいい運動になり東京山桜会会

員は、家に帰るのでした。

（佐伯記）

前号70号で、

ロシアの将軍プレッツェル→訂正でステッセル

今回の校外授業の参加者は20名で参加者小55期辻徹殿が12

月19日逝去されました。ガンとの闘病中でしたが別れの参加

でした。辻殿のお人柄が惜しまれます。

喪心よりご冥福をお祈り申し上げます（事務局）

本社工場／〒664-0836 伊丹市北本町3丁目105番地  TEL：0727-82-0281（代表） 
奈良工場／〒639-1039 大和郡山市椎木町1番地　昭和工業団地　TEL：0743-56-1062（代表）   
 

SEIWA
Industrial Corporation

給湯設備を通じて 
より快適な暮らしを提案 

株式会社　精 和 工 業 所  

音楽と共に、今40年 

お問い合せは 

http://www.daito-gakki.co.jp
大手前高校　37期卒 細川晃平 

京橋駅前（JR・京阪・地下鉄） 

tel.06・6358・4182（ヨイハニ） 

院長　栗岡宏行 
〈診療時間〉 
火曜～土曜 10：30～19：30 
〈休診日〉 
日曜・月曜・祝日 
大阪市都島区東野田町2-9-7 K2ビル3F

●日本矯正歯科学会会員 
●アメリカ矯正歯科学会国際会員 

コムズ 
ガーデン 

ローソン 

UFJ銀行 

国道1号線 

東京三菱銀行東京三菱銀行 東京三菱銀行 

JR
京阪電

車 

N K2ビル 3F 
くりおか 
矯正歯科 
クリニック 

（大手前中高37期） 

歯列矯正専門歯列矯正専門 歯列矯正専門 
子供～大人の方の歯並び相談 

更正医療・育成医療指定機関／顎口腔機能診断施設 

きよすみ

http://www.yamazakurakai.com/
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第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
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第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
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第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会
第一回山桜会、
追手門学院ＰＴＡ実行委員意見交換会

平成15年3月20日午後7時から山桜会正副会長、実行委員長
と追手門学院小学校、大手前中高等学校、茨木中高等学校平成
14年度ＰＴＡ正副会長、平成15年度ＰＴＡ正副会長予定者との
懇談会を行いました。
平成14年度のＰＴＡの役員の皆様には今年1年をふりかえっ
ての感想、山桜会活動についてのご意見を頂き、又次年度のＰＴ
Ａの役員の皆様には次年度の抱負を語っていただき、懇談会で山
桜会活動にご理解を頂きました。
今年度も各学校の行事に積極的に参加していくうえで、今回の
ＰＴＡとの懇談会は、学校ＰＴＡとの関係がより親密なものにな
る有意義な懇談会でありました。
これからも、学院、ＰＴＡ、山桜会が友好的な関係を維持、発
展するよう努力していきたいと思っております。

渉外交流委員長 北村 寿彰

山桜会の皆さまこんにちは。

ゴルフ同好会は毎回ゴルフというスポーツを通してオール追手門

の仲間達と世代を越えた交流を目的に行なってきました。今回は第

４回山桜会チャリティー・ゴルフコンペのご案内を致します。

これまで、開催収益金を各種ＮＧＯ団体にご寄付いたしましたが、

今回も同様な趣旨で開催させて頂きます。

なお、今回は山桜会会員はもちろん、学院役員・各級の先生方や

ＰＴＡの役員の方々にもご参加を頂く予定です。お一人での参加も

大歓迎、また各学年同窓会コンペと併せたダブルコンペとしてもご

利用ください。皆様方の多数のご参加を心よりお待ち申し上げてお

ります。

ゴルフコンペ実行委員会

開催日時
集合時間
開催場所

参 加 費

競技方法

申込方法

備 考

平成15年9月7日（日）9：00スタート（15組 エントリー済）
8時30分（時間厳守・遅刻罰金あり）
三田カントリー27 兵庫県三田市上本庄1215
TEＬ079－568－3311
参加各位には後日、組合せ表・地図等を郵送致します。
￥8､000円程度
（チャリティ代￥1000含む、尚プレーフィは、各自ご
清算下さい）
18ホールストロークプレー、山桜会ぺリア方式・他ローカ
ルルールに準ずる。
■個人戦（入賞は当日発表します。）団体戦（当日発表します。）
追手門学院校友会山桜会事務局まで
（7月末日締切り、ただし定員になりしだい締め切らせてい
ただきます。）
TEL 06－6940－3481 FAX 06－6940－3482
ご希望の組み合わせがあれば、お申し出ください。
山桜会・ホームページにもチャリティーコンペの案内を掲載
致しております。http://www.yamazakurakai.com/
今回はプレー費がゲスト特別料金17,000円（消費税別）で
プレーができます。
間近にＫＧＵ（関西ゴルフ連盟）主催の関西ミッドアマチュ
ア選手権が当場で行なわれますのでグリーンをはじめコース
コンディションは最高な状態にあると思われます。

記

三田カントリー２７ 

山桜会チ山桜会チャリティー・ゴルフコンペ 山桜会チャリティー・ゴルフコンペ 
のご案内 

 

渕端　孟　（追手門小学校59期） 
渕端　斉 
渕端　弘子（旧姓 桂、中高30期） 

大阪市中央区城見1-4-1 
ホテルニューオータニ大阪6Ｆ
T E L 0 6 - 6 9 4 9 - 0 8 1 1

審美歯科、インプラント、矯正、歯周病治療 

アッシュデンタルヘルスケア 

http://www.eonet.ne.jp/~hdhc/

“すべては笑顔のために”が合言葉

総合フードサービス

IFSCOグループ

代表取締役社長 辻本　泰幸
本社　〒553-0003 大阪市福島区福島4-7-2

TEL 06-6458-8801（代表）

訃報
酒井園子（小73期・中・高16期）は平成14年5月1日、市立豊中病

院で永眠しました。
53年の短い生涯ではありましたが、追手門学院時代はもとより、

その後の大学、職場を通じ、多くの素晴らしい先生方、先輩方、友
人に恵まれましたのは幸せであったと存じております。
ここに生前中に賜りましたご芳情に対し厚く御礼申し上げます。

父　酒井　良之助（小48期）

http://www.yamazakurakai.com/
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土地活用・ビル管理・30年の実績 

大代表 
四ツ橋店 

〒５３４-００２１　大阪市都島区都島本通1丁目４番２０号 大成ビル８F　 
〒５５０-００１４　大阪市西区北堀江1丁目２番６号 釣鐘ビル３F

TEL（０６）６９２１-８１１１　FAX（０６）６９２７-２２４４ 
TEL（０６）６５３４-２５７７　FAX（０６）６５３４-２５７８ 

大成グループ 
株式会社レンティブ大成 

□都島店　□都島北店　□日本橋店　□難波店　□鶴見店　□千林店　 
□南森町店　□南巽店　□北巽店　□桜ノ宮店　□梅田店 

清掃 

マンション入居斡旋 

不動産売買仲介 

株式会社タイセイサクセスプランニング　　株式会社 関西リアルエステート 

株式会社 

代表取締役 池田八朗 （18期卒業） 

■本　　社／〒532-0004 大阪市淀川区西宮原1-8-35  TEL：06-6397-8008  FAX：06-6395-7395 
■寝屋川店／〒572-0071 寝屋川市豊里町15-15　　   TEL：072-802-0088  FAX：072-802-0888 
■豊中B/P　ファクトリー／〒560-0091 豊中市走井3-6-2 TEL：06-6858-8838  FAX：06-6858-8839 
http://www.hakkogroup.co.jp/　e-mail:info@hakkogroup.co.jp

フィアットオートジャパン正規ディーラー 

マセラティ大阪地区正規代理店 

シェイクスピアの戯曲 マクベスの有名なセリフに
tomorrow,tomorrow,tomorrow.Life is a walking shadow.というのがあるの
はご存知の方も多いかと思います。つまり、人生というのは青年の時には希望に満ち
ていても、大人になると、明日、明日、明日と、時間という鞭が 人を追いたてるように
過ぎ去っていくのを感じて、光陰 矢のごとしと嘆くことがあるものだという、多くの
人が感ずる人生に対する悲哀感がマクベスのセリフとなったのでしょうか。日々仕事
や家事に追われている方、1年のたった一度の山桜会の総会に参加しませんか？母
校の懐かしい校舎や恩師や友人に会って心を癒して下さい。過去にも幾度か母校で
総会を開催して参りましたが、特に今回の山桜会総会は、今までとカラーや活力が違
います。それは山桜会が現在活動中のOB会を支援していこうと言う主旨から、大手
前中高演劇部OBが活動しているグループ『無名劇団』と現役の部員たちから成る共
演で、『マクベス』を現代風にアレンジして皆さまの前で演じていただきます。『無名
劇団』は素人集団と思えないような、あか抜けた演技力があり、彼らのパワーを感じ
ていただけると思います。同じ追手門学院を卒業されても大手前学舎に一度も行っ
た事がない茨木の卒業生諸君、演劇の好きな方や興味のある方、母校に関心のある
方、OB会活動に関心がある方、同級生を懐かしく思いミニ同窓会をして親友に会い
たい方、恩師に会いたい方、デートの場所を探しているカップル、休日に家族サービ

スをとお考えのお父さんお母さん方、友人と待ち合わせに使おうと考えている人、子
どもに自分の卒業した母校を見せたい親、活力の欲しい人など初めての参加者大歓
迎です。又、なにわのアナウンサー小88寺谷一紀氏に司会進行役を務めて頂き、続
いて懇親会（当日会費徴収・学生会員無料）も開催されますので、会は一層楽しいも
のとなります。ぜひ6月22日（日）を予定に入れておいて下さい。山桜会の支援をご
希望されるOB会の皆さんは、是非この機会を御見逃し無く、ご参考にされて事務局
に御相談ください。

山桜会総会・懇親会
tomorrow,tomorrow,tomorrow. 
Life is a walking shadow.. .
tomorrow,tomorrow,tomorrow. 
Life is a walking shadow.. .

開催日予定日
総 会 場 所
イベント会場

懇親会会場
会 費

平成15年6月22日（日）
110記念ホール…開催時間：午前10時
同上…『マクベス』開演時間：11時
（総会・『マクベス』公演のみ参加の場合無料）
大手前中高食堂…懇親会開催時間：12時30分
6,000円懇親会飲食代

開催案内

「マクベス」のご案内 
大手前中高・ＯＢ「無名劇団」 合同公演 

このたび、山桜会総会後に大手前中高演劇部、大手前中高ＯＢ劇団「無名劇団」合同
で、シェイクスピア作「マクベス」を公演させていただくことになりました。56期か
ら48期までが力を合わせ、ひとつの作品を作り上げようと、今練習に励んでおります。
是非ご覧いただけますよう、お願い致します。

「マクベス」
ウィリアム・シェイクスピア
中條　岳青（49期）
6月22日（日）10：40開場／11：00開演
小学校110記念ホール　　

堀　　朋紀
中條　岳青
東　　隼
森岡　　愛
細井　庸平
山本　絢也

掛谷　将

香川真貴子
瀧野　可菜
村田　典子
栗本　明典
渡部　征史
西岡　涼
川猿恵利子

道端　真沙
大森　愛海

寺田　沙紀
西村　風馬
瀧野　雄大
高田　由香
世古ちひろ
徳丸　翔也
出原　正誉
奥野　祐也
丸山　裕之

(48期)
(49期)
(50期)
(50期)
(51期)
(51期)

(52期)

(53期)
(53期)
(53期)
(53期)
(54期)
(54期)
(54期)

(55期)
(55期)

(55期)
(55期)
(55期)
(56期)
(56期)
(56期)
(56期)
(56期)
(56期)

記

◆卒業生◆

◆高校◆
◆中学◆

【キャスト・スタッフ】

作 品
作
脚色・演出
日 時
場 所

大手前中高演劇部OB劇団「無名劇団」
公演終了 お礼

無名劇団第弐回公演「アンセム」、無事終了いたしました。劇場に観に来て
くださった皆様、ありがとうございました。
今回、第壱回よりも多数の、およそ260人もの方々に観ていただくことが
でき、今後の活動や次回作に向けての意気込みは増すばかりです。
我々「無名劇団」は今、6月22日の大手前中・高等学校演劇部員たちとの
「マクベス」合同公演、および、8月の京都「アートコンプレックス1928」

での公演に向けて、準備を進めております。またそちらの方にも、足を
お運びいただければ幸いです。

最後になりましたが、私たちの活動を支援してくださる
山桜会の皆様に、厚く御礼申し上げます。

http://www.yamazakurakai.com/
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2008年度
学院創立120周年に向けて

「行動する追手門」
追手門学院では2008年に迎える学院創立120周年に向けた取
り組みが既に決まっています。教育改革を初めとして、学院の
各学校の連携教育事業、またすべての園・学校で施設新築を含
む増改築が検討されています。
山桜会員の皆様の協力を得ながら、2008年度までには新し

い追手門学院をお披露目できるものと計画を進めており、ご期
待いただきたいと思います。

幼稚園新園舎建設、9月着工予定

追手門学院幼稚園

2008年の学院創立120周年に向けて幼稚園舎の新築
が決まり、9月着工予定となりました。現在の幼稚園舎は創立
から34年が経過して老朽化が進んでおり、従来から建て替
えの必要性が指摘されていましたが、この度全面的な建て替
えを行い、約1年後には完成する予定となっています。
幼稚園の新築は、保育方針である「創造性豊かな人間教育」、

「友愛・礼儀作法」、「情操豊かな人間育成」等の考え方に基づ
いて、子供たちが学びと遊びのなかで様々な体験をすること
を視野に入れた教育施設となっています。

概要：1階 1,061G／2階
1,101G 駐車場　40G
合計：2,202G
園庭面積：1,203G
テラス面積：199G
設計会社：（株）ジャクエツ
施工会社未定

毎年恒例の学用品供養祭が催される

追手門学院小学校

1972年から始めて今年で21回目となる恒例の学用品
供養祭が、2月6日小学校グランドで行われました。小学校で
は教育目標の「敬愛」において、人や物に対して尊敬する心
と物を大切にする心を育てています。毎年、終業式が近づく
頃、えんぴつ、消しゴム、ノートなど使い古されて役目を終え
た学用品に「長い間お世話になりありがとうございました。」
と児童全員で感謝の気持ちを込めて供養をしています。

経済産業省副大臣

高市早苗さんを迎えて
特別講演会開催

追手門学院大手前中・高等学校 ベンチャーコース

大手前中学校では、
4月5日（土）午後2時から視
聴覚教室で、2・3年生のベン

チャーコースの生徒57名及びその保護者を対象に経済産
業省副大臣高市早苗さんを迎えて「今こそ起業家教育が必
要」と題して特別講演会を開催しました。
高市さんは、学生時代に「自分探し」をしながら、松下政経

塾でいろいろな人との出会い、政治家になるまでの体験談な
どについて優しい口調で中学生に語られました。
講演の中で高市さんは、日本でのアントレプレナー（起業

家）を紹介しながら、経済を活性化するためには起業家精神
が必要で、将来起業家を目指すためには、「あらゆる勉強が
無駄ではない」、特に「日本語をしっかり勉強しておくこと」
と中学生に熱いメッセージを残されました。

今年度大学入試で進学実績が大幅に上昇

追手門学院中・高等学校

中・高改革の流れを受けて、教育改革が強力に進められて
おり、今春の大学入試では昨年度と比較して大きな変貌を
遂げました。国公立大学合格者数は、今年度23名（現役20、
浪人3）となり、昨年度10名（現役6、浪人4）に対し、13名
増加しました。一方私立大学の内、関関同立への合格者数
は、今年度141名（現役98、浪人43）で、昨年度63名（現
役44、浪人19）に対し、78名の増加となり、国公立及び私
学とも2倍以上に跳ね上がりました。
今年度の51期生はコース制を取り入れた1期生で、当初

から進学目標を掲げ、様々な学習環境を整えてきた結果、大
きな実を結んだといえます。

山桜会現役員の改選が平成16年3月に行われます。推薦の方法、期日その他の詳細につきましては次号72号会報に掲載
致します。次期役員候補者の推薦に御協力頂きますようお願い申し上げます。

2003年度　教育改革実施
2008年に向けた取り組み着々と進む

追手門学院大学

大学では2003年度セメスター制度の導入、1年生に対す
る導入教育、「学び論」「北摂を学ぶ」等を取り入れた新カリ
キュラムが実施され、教育改革が順調に進行しています。さ
らに新学部・学科設置についても検討が重ねられており、教
育内容のより一層の充実が目指されています。同時に学院
創立120周年に向けたキャンパス計画も積極的に検討され
ています。
上記諸改革プロジェクトの推進を主たる任務として、

2003年4月1日付で特任副学長職を設置し、2008年に向
け取り組みが着々と進行しています。

http://www.yamazakurakai.com/
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